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 夏休みも終わり、後期の授業開始です。来月は、学園祭がありますね。学園祭の日、図書館は

土日開館しています。貸出返却も可能です。実習直前は、貸出が集中します。実習開始日の２週

間前から長期貸出を行っておりますので、余裕をもって長期開始の日に図書館に来ることをお勧

めします。長期貸出開始日は下記の通りです。図書館ＨＰで随時、お知らせを更新しています。

ご確認ください。 

★幼児教育Ⅰ部２年生・Ⅱ部３年生  10 月 1 日（返却日 10 月 31 日） 

★地域保育３年生  9 月 26 日（返却日 10 月 26 日） 

※今回の長期貸出では、試験的に貸出冊数の上限を８冊までとします。 

 延滞してしまわないよう、気を付けて本を借りて下さい。  

 

 

今月の特集・・・『 』 
 

月やお月見に関する本を集めました。今年の十五夜は、9月24日です。 

● 「月の満ちかけえほん」大枝史郎 文／あすなろ書房【446-ｵ】 

   ･･･月の満ちかけの仕組みと、様々な形に欠けた月の名前をわかりやすく紹介しています。 

● 「月のふしぎ絵本」佐伯茂樹 著／河出書房新社【763-ｻ】 

   ･･･月の模様や日食・月食についてなど、月に関する疑問が紹介されていて、月について詳しくなれる絵本です。 

● 「月の地形ウォッチングガイド」白尾元理 著／誠文堂新光社【446-ｼ】 

   ･･･月の表面に無数にあるクレーター（海・山脈など）が写真付きでわかりやすく紹介されています。 

● 「世界の太陽と月と星の民話」日本民話の会 編訳／三弥井書店【388-ﾆ】 

   ･･･「太陽」「月」「星」に関する世界中の民話や伝説を紹介しています。 

● 「夜空と月の物語」パイインターナショナル【446-ﾓ】 

   ･･･夜空に輝く美しい月の写真が、撮られた地域の月の神話とともに載せられています。 

● 「ネコヅメのよる」町田尚子 作／WAVE出版【E-ﾏ】 

   ･･･とある日の夜。何かの気配を感じて街中から集まった猫たちしか知らない、特別な夜の絵本です。 

 

他にもたくさんあります。気になる方は是非、ご来館ください。 

今月の特集本は、カウンターにある「今月のおすすめ」コーナーに置いてあります。 

 

 



～図書館職員が選ぶ～ 

今月のピカッと光る一冊 

 

 

 

 

 

 

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※貸出回数3回のものが複数冊あったため、その中から司書がピックアップしました。 

 

●●編集後記●● 

 

そろそろ夏が終わりをつげ、秋に向かって涼しくなってきました。季節の変わり目ですので、体

を壊さないよう体調管理に気を付けましょう。また、秋雨前線の影響で雨が降る日もあり、じめじ

めしています。雨の日に借りた本・返す本は、濡らさないように気を付けて保管してください。 

最近、日本の各地で災害が多発しています。普段から身の回りの安全を心掛け、もしもの時に備

えましょう。防災関係の本も多く蔵書しています。 

次号の『図書館だより』は2018年11月に発行予定です。 担当 加羽澤 

貸出ランキング～6月・7月・8月～ 

貸出回数 書     名 著者名 出版社 

4回 からすのパンやさん 加古 里子 絵と文 偕成社 

3回 最新の技術と図書館サービス 大串 夏身 編著 青弓社 

3回 ０．１．２歳児せいさくあそび８８ 
「あそびと環境０．１．２歳」

編集部 編著 

学研教育みらい 

(発売 学研プラス) 

3回 ぐりとぐら 中川 李枝子 文 福音館書店 

3回 使える！保育のあそびネタ集 井上 明美 編著 自由現代社 

3回 だるまさんが（大型絵本） かがくい ひろし さく ブロンズ新社 

「本を守ろうとする猫の話」夏川草介 小学館 913.6-ナ 

 

本作の主人公は、突然亡くなってしまった祖父の小さな古書店を引き継いだ高校生、『夏木林太郎』。 

古書店をたたみ、叔母に引き取られることになった林太郎は、書棚の整理のために高校を休みがちになっ

てしまいます。近所に住む学級委員長や店の常連の先輩の心配をよそに、店に引きこもってしまった林太

郎の目の前に一匹の不思議な猫が現れ、人間の言葉で「お前の力を借りたい」と話し始めます。 

戸惑いながらも猫に連れ出されて向かった場所は、本を閉じ込めているという男の邸宅。“本を沢山読んだ

こと”で地位を築いていた男は、一度読んだ本はガラスケースに飾り、同じ本を繰り返し読むことは時間

の浪費であるという。 

ガラスケースに閉じ込められた本を解放するため、林太郎は男と対峙します。 

この男の他にも、素早く沢山の本が読めるようにあらすじを作る『切りきざむ者』、作った本を読んでもら

うためにビルの窓から本を投げ捨てる『売りさばく者』を相手に、林太郎は本を救うために猫とともに奔

走します。 

本とはどうあるべきかを考えさせられる、そんな一冊です。 

推薦者 加羽澤 


